
教育課程

標 準 単 位 数 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 計

2 3 3

2 3 3 教科 学校外活動

4 2 2 就業体験活動

2 2 2 クラフトマンⅢ

2 2 2 技の探究講座

公 民 2 2 2

3 3 3

4 3 2 5

2 B2 0・2

2 2 2

2 2 2

2 A2 0・2

7 ～ 8 2 2 3 7

2 1 1 2

芸 術 2 2 2

3 3 2 5

2 2 2

家 庭 2 2 2

情 報 2 代替

2 ～ 4 3 3

2 ～ 6 3 3

6 ～ 15 6 3 9

2 ～ 10 2 2 2 6

2 ～ 4 2 2

2 ～ 8 A2 0・2

2 ～ 8 B2 0・2

2 ～ 8 2 2 4

2 ～ 8 2 2

2 ～ 6 2 2

2 ～ 8 2 2

2 ～ 6 2 2

2 ～ 8 2 2

2 ～ 8 B2 0・2

2 ～ 8 A2 0・2

20 15 15・13・11 50・48・46

9 14 14・16・18 37・39・41

特 別 活 動 1 1 1 3

代替

30 30 30 90

（令和７年度入学）

学 科 名 ロ ボ ッ ト 工 学 科

教 科 科 目
単 位 数 備 考

国 語

現 代 の 国 語 学校外における学修

言 語 文 化

国 語 表 現

科目
地理歴史

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

数 学

数 学 Ⅰ 「情報Ⅰ」は、

数 学 Ⅱ 「工業情報数理」で

数 学 Ｂ 代替(第１学年)

理 科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎 「総合的な探究の時

化 学 基 礎 間」は、「課題研究」

選択

保健体育
体 育 で代替(第３学年)

保 健

書 道 Ⅰ 選択科目は、Ａから

外 国 語
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ １科目(２単位)、Ｂか

論 理 ・ 表 現 Ⅰ ら１科目(２単位)を

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

工 業

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

実 習

製 図

工 業 情 報 数 理

工 業 管 理 技 術

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ 技術

機 械 工 作

機 械 設 計

電 子 機 械

生 産 技 術

電 気 回 路

電 子 技 術

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ｳ ｪ ｱ 技 術

ｺﾝﾋ ﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ技術

共 通 科 目 小 計

合 計

専 門 科 目 小 計

ホ － ム ル － ム 活 動

総 合 的 な 探 究 の 時 間 3 ～ 6



標 準 単 位 数 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 計

2 3 3

2 3 3 教科 学校外活動

4 2 2 就業体験活動

2 2 2 クラフトマンⅢ

2 2 2 技の探究講座

公 民 2 2 2

3 3 3

4 3 2 5

2 B2 0・2

2 2 2

2 2 2

2 A2 0・2

7 ～ 8 2 2 3 7

2 1 1 2

芸 術 2 2 2

3 3 2 5

2 2 2

家 庭 2 2 2

情 報 2 代替

2 ～ 4 3 3

2 ～ 6 3 3

6 ～ 15 6 3 9

2 ～ 10 2 3 3 8

2 ～ 4 2 2

2 ～ 8 A2 0・2

2 ～ 8 2 B2 2・4

2 ～ 8 3 3 6

2 ～ 4 2 2

2 ～ 6 A2 0・2

2 ～ 8 B2 0・2

2 ～ 8 2 2

20 15 15・13・11 50・48・46

9 14 14・16・18 37・39・41

特 別 活 動 1 1 1 3

代替

30 30 30 90合 計

共 通 科 目 小 計

専 門 科 目 小 計

ホ － ム ル － ム 活 動

総 合 的 な 探 究 の 時 間 3 ～ 6

生 産 技 術

自 動 車 工 学

電 気 回 路

原 動 機

機 械 工 作

情 報 Ⅰ

工 業

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

実 習

製 図

工 業 情 報 数 理

工 業 管 理 技 術

機 械 設 計

家 庭 基 礎 選択

保健体育
体 育 で代替(第３学年)

保 健

書 道 Ⅰ 選択科目は、Ａから

外 国 語
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ １科目(２単位)、Ｂか

論 理 ・ 表 現 Ⅰ ら１科目(２単位)を

理 科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎 「総合的な探究の時

化 学 基 礎 間」は、「課題研究」

公 共

数 学

数 学 Ⅰ 「情報Ⅰ」は、

数 学 Ⅱ 「工業情報数理」で

数 学 Ｂ 代替(第１学年)

国 語

現 代 の 国 語 学校外における学修

言 語 文 化

国 語 表 現

科目
地理歴史

地 理 総 合

歴 史 総 合

（令和７年度入学）

学 科 名 機 械 科

教 科 科 目
単 位 数 備 考



標 準 単 位 数 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 計

2 3 3

2 3 3 教科 学校外活動

4 2 2 就業体験活動

2 2 2 クラフトマンⅢ

2 2 2 技の探究講座

公 民 2 2 2

3 3 3

4 3 2 5

2 B2 0・2

2 2 2

2 2 2

2 A2 0・2

7 ～ 8 2 2 3 7

2 1 1 2

芸 術 2 2 2

3 3 2 5

2 2 2

家 庭 2 2 2

情 報 2 代替

2 ～ 4 3 3

2 ～ 6 3 3

6 ～ 15 6 3 9

2 ～ 10 2 2 4

2 ～ 4 2 2

2 ～ 8 A2 0・2

2 ～ 8 2 3 2 7

2 ～ 6 2 A2 2・4

2 ～ 6 3 2 5

2 ～ 6 2 2

2 ～ 6 B2 0・2

2 ～ 6 B2 0・2

20 15 15・13・11 50・48・46

9 14 14・16・18 37・39・41

特 別 活 動 1 1 1 3

代替

30 30 30 90合 計

共 通 科 目 小 計

専 門 科 目 小 計

ホ － ム ル － ム 活 動

総 合 的 な 探 究 の 時 間 3 ～ 6

電 子 技 術

電 子 計 測 制 御

通 信 技 術

電 力 技 術

電 気 回 路

情 報 Ⅰ

工 業

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究

実 習

製 図

工 業 情 報 数 理

工 業 管 理 技 術

電 気 機 器

家 庭 基 礎 選択

保健体育
体 育 で代替(第３学年)

保 健

書 道 Ⅰ 選択科目は、Ａから

外 国 語
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ １科目(２単位)、Ｂか

論 理 ・ 表 現 Ⅰ ら１科目(２単位)を

理 科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎 「総合的な探究の時

化 学 基 礎 間」は、「課題研究」

公 共

数 学

数 学 Ⅰ 「情報Ⅰ」は、

数 学 Ⅱ 「工業情報数理」で

数 学 Ｂ 代替(第１学年)

国 語

現 代 の 国 語 学校外における学修

言 語 文 化

国 語 表 現

科目
地理歴史

地 理 総 合

歴 史 総 合

（令和７年度入学）

学 科 名 電 気 科

教 科 科 目
単 位 数 備 考



生活
コース

生活
コース

生活
コース

2 3 ３ 3

2 3 3 ３ 3 教科 学校外活動

4 2 2 ２ 2 就業体験活動

2 2 2 2 クラフトマンⅢ

2 2 2 2 2 技の探究講座

公 民 2 2 2 2 2

3 3 3 3

4 3 3 2 2 5 5

2 Ｂ2 0・2

2 2 2 2 2

2 2 2 2

2 Ａ2 0・2

7 ～ 8 2 2 2 3 3 7 7

2 1 1 1 2 2

芸 術 2 2 2 2

3 3 2 2 5 5

2 2 2 2 2

家 庭 2 2 2 2

情 報 2 代替

2 ～ 4 3 3 3

2 ～ 6 3 3 3 3

6 ～ 15 6 ※6 3 ※3 9 9

2 ～ 10 2 2 4 2

2 ～ 4 2 2 2

2 ～ ４ 2 2

2 ～ 8 2 2

2 ～ 8 2 2 2 4 4

2 ～ 6 2 2 3 3 5 5

2 ～ 6 A2 0・2

2 ～ 6 2 2 2 2

2 ～ 8 2 Ｂ2 2・4

2 ～ 8 3 3 3 3

2 ～ ６ 2 2

2 ～ 8 2 2

20 15 15 15・13・11 11 50・48・46 46

9 14 14 14・16・18 18 37・39・41 41

特 別 活 動 1 1 1 1 1 3 3

代替 代替

30 30 30 30 30 90 90

ﾌ ｰ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ

合 計

共 通 科 目 小 計

専 門 科 目 小 計

ホ － ム ル － ム 活 動

総 合 的 な 探 究 の 時 間 3 ～ 6

電 子 計 測 制 御

通 信 技 術

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ 技術

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ｳ ｪ ｱ 技 術

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ 造形基礎

情 報 Ⅰ ★は学校設定科目である。

工 業

工 業 技 術 基 礎

課 題 研 究 生活コース

実 習
学科の学びに加えて、もの
づくり企業で活躍している
女性から直接指導を受ける
とともに、全学年を通して生
活に関連する科目を履修
し、ものづくりを生活の糧と
して、企業で活躍できる女
性人材や男女共同参画を
促進する人材を育成する
コースである。

※印は、様々な観点から
「仕事と生活の調和」につ
いての講演や講習、ＰＢＬ
(問題解決型学習)などを通
じ、充実した仕事と豊かな
生活の両立についての考
え方や理解を深める科目
である。

製 図

工 業 情 報 数 理

家 庭

工 業 材 料 技 術

工 業 管 理 技 術

電 気 回 路

電 子 回 路

外 国 語
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ １科目(２単位)、Ｂか

論 理 ・ 表 現 Ⅰ ら１科目(２単位)を

保 健 体 育
体 育 で代替(第３学年)

保 健

書 道 Ⅰ 選択科目は、Ａから

「総合的な探究の時

化 学 基 礎 間」は、「課題研究」

家 庭 基 礎 選択

公 共

数 学

数 学 Ⅰ

理 科

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

「情報Ⅰ」は、

数 学 Ⅱ 「工業情報数理」で

数 学 B 代替(第１学年)

国 語

現 代 の 国 語 学校外における学修

言 語 文 化

国 語 表 現

科目

地 理 歴 史
地 理 総 合

歴 史 総 合

（令和７年度入学）

学 科 名 電 子 工 学 科 （ 生 活 コ ー ス ）

教 科 科 目

単 位 数 備 考

標準単位数 第１学年

第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 計


	R07Rロボット工学科
	R07M機械科
	R07E電気科
	R07V電子工学科+生活コース

